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→ 4 → 3 → 2 → 1（指が足りなくなったら、次は 3 を準備



















で 1 オクターブのC durスケール反進行を弾くことを宿
題とする。
次回レッスン時までの宿題




























両手でC durスケール反進行 5 音で折り返し、テンポ
アップで練習。
両手でG durスケール反進行 5 音で折り返し、
テンポアップで練習。







とG durの 5 音での折り返しは、メトロノームを使用し
てテンポアップを楽しんだ。






























































右手でD durスケール上行形とG dur スケール上行形
を弾いてくる。
レッスン3（3週目）
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右手でC durスケール上行形とD durスケール上行形、



















左手C durスケール上行形を、C5 →D4 →E3 →F2 → 
































































































右手C1 →D2 の練習、1 日 100 回程度。






































①　E dur上行形音階 4 音の練習とする。

















階の、E1 →Dis2 →Cis3 →H1 を宿題とした。
次回レッスン時までの宿題
右手E dur上行形音階E1 →Fis2 →Gis3 →A1 の練習、
1 日 100 回程度。
左手E dur下行形音階E1 →Dis2 →Cis3 →H1 の練習、
1 日 100 回程度。
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レッスン4
E durスケールでポジション移動した後に、これまで
のレッスン 1、レッスン 2 で行った指の移動を練習する。
①　右手A1 →H2 の練習。レッスン 1 と同様に弾く。
②　右手A1 →H2 →Cis3 の練習。このポジションで
は、4指まで弾いてから、1指にさらにポジション移
動するので、Cis3 指の時点では、レッスン 1 のよう
に練習する。
③　右手A1→H2→C3→D4の練習。D4指の時に、1
指が 4 指の付け根（掌と指との境目あたり）に 1 指
の指先が付くように注意を払う。
④　左手も同様にH1 →A2 →Gis3 →Fis4 を①から③
の段階を踏んで練習する。
次回レッスン時までの宿題
右手E dur上行形音階A1 →H2 →Cis3 →Dis4 の練習。
2 音、3 音、4 音で 1 指の動きに注意しながら練習する。
左手E dur下行形音階H1 →A2 →Gis3 →Fis4 の練習。




































































　C dur あるいはa mollともとれるスケールが上行そ
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ピアノ演奏における音階練習の習得について
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して下行し、開始音が長 2 度ずつ下行しながら 4 小節
間繰り返される。9 小節目でd mollの旋律的短音階上
行形になり、10 小節目でこのあとの第 2 主題G durを
予感させるC dur のスケールに戻る。
②　31〜32 小節【譜例 2】と 35〜41 小節【譜例 3】 
　g moll旋律的短音階上行形からd mollへ、A dur上
行形から再びd mollに落ち着く。35小節から右手は上
行形、左手は下行形のスケールで音楽が進んでいき、d 
moll、 a moll、C durの響きも持ちながらa mollを奏で、
再現部のF durへと入る。
③　46〜49 小節と 50〜55 小節【譜例 4】
　主題提示部の 5〜10 小節のフレーズを、F durで今
度は右手だけではなく、左手にもスケールで歌わせる。
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